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 皆さん、こんにちは。地域学校協働活動推進員の野中です。 

早いもので一年が終わろうとしています。カフェにご協力頂きありがとうございます。 

カフェ開催の中で、三年生がなかなか来られないとの声を聞いたので、９月に三年生限定で開催しました。 

１０月からは新生徒会での運営、旧生徒会から新生徒会への引継ぎも無事に終わり、新メンバーでカフェを

開催し、３学期のカフェが無事に終了しました。ボランティの皆様、ありがとうございました。 

 
１ 活動報告 

 

（１） 三中カフェ（ＭＹＨＡ３ＲÜ：マイハル）報告 

開催日   ９月２７日（三年生限定） 

１０月７日・８日・１０日 

１１月２５日・２６日・２８日 

来場人数  ９月２７日  ３０名（三年生のみ） 

１０月 ７日  ８５名（１９０杯） 

８日 １１１名（２４９杯） 

           １０日  ８３名（２０５杯） 

        １１月２５日  ６９名（１２７杯） 

           ２６日  ５０名（１１０杯） 

           ２７日     （１５３杯） 

    ２０２５年３月１０日  ５２名（８８杯） 

           １１日  ４９名（１２７杯） 

           １２日  ５０名（１１２杯） 

 

カフェドリンク・紙コップ等、推進員活動費とＰＴＡより支援いただき購入させていただきました。 

水はフードバンクくにたちより、地域の方よりカフェ用に冷蔵庫を提供していただきました。 

１１月２７日と２０２５年３月１２日は、５時間授業のため、準備も含めて生徒会が行いました。 

ボランティアの方々には、はらはらドキドキしながら、見守りに徹してもらいました。 

短い時間の中ですが、生徒達の成長を見られるのが、とてもうれしく思います。 

 

（２） 合唱コンクール 

ＰＴＡと協力して受付を行いました。 

 

（３） 職場体験 

受け入れ先企業への再確認連絡を行いました。 

 

  （４）ＰＴＡ運営委員会 

２０２５年２月２７日ＰＴＡ運営委員会に出席しました。 

ＰＴＡからご協力頂きエプロンの購入をさせて頂きました。 

三中マイハルカフェのご案内をしました。 
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（５） 地域学校協働活動推進員連絡会 

２０２５年１月２３日に国立市教育委員会において連絡会がありました。 

次年度からは４校が新たに活動を始めます 

その方たちへ三中マイハルカフェの取り組みのお話をさせて頂きました 

 

２ 活動予定 

（１） 地域学校協働活動推進員連絡会 ３月２７日 

 

3 学校支援ボランティア絶賛募集中について 

可能な範囲で構いませんので、少しでもご協力いただけるお気持ちをおもちの方は、 

是非、ご登録をお願いします。 

ご登録いただける方は、右のＱＲコードにアクセスして必要事項を登録してください。 

 

 

 ☆生徒のみなさん、保護者の皆様へ☆ 

  今年度より始まったコミュニティ・スクール、それは未来を担う子供たちの豊かな学びや成長を支

えるため、保護者や地域と学校がパートナーとして連携・協働して子供たちの学びを支える取組で

す。 

 

誰かが何とかしてくれるのではなく、自分たちが『当事者』として、自分たちの力で学校や地域を

創り上げていく。学校のみならず、多様な人々がパートナーとして連携・協働していくことが重要

で、それにより、子供だけでなく、大人も地域も、みんな元気になるのが目標です。 

 

 そのパートナー（学校支援ボランティア）の一員を募集しています。 

三中の取り組みは、体育祭・合唱コンクールの受付、マイハルカフェの準備と補助です。 

活動するにあたり、学校支援ボランティアに登録していただくのが条件となっています。 

登録後、行事ごとに推進員よりメール連絡をさせていただき、活動可能な行事のみ参加していただき

ます。強制ではありません。活動するにあたっては、保険に入っていただいています。 

 

現在、保護者の方、地域の方、大学生、卒業生の保護者等々が登録してくださっています。保護者

の皆様、お忙しいとは思いますが、興味がありましたらご登録のほどお願いしたいと思います。次年

度最初の活動は、体育祭です。分からないことがありましたら、いつでもお問い合わせください。 

 

 三年生の皆さん、4 月からの高校生活を楽しんでください。 

高校生の期間は限られていますが、この期間を有意義に過ごすことで、一生の思い出となる貴重な経

験を得ることができます。高校生活は、学習や恋愛だけでなく、様々な分野に積極的に取り組むこと

ができます。そして、三年後、今度は地域の人となり戻ってきてください。 

 

長くなりましたが、この一年間、子供たちの成長が身近に感じられました。 

楽しい時間をありがとうございました。 


